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し，ケトアルコール 7 へ誘導した後, 酸性条件での環化・芳香族化によってジアルキニルイソベンゾ
フラン 3 を収率良く合成することができた。この合成法では, さまざまなアルキニルリチウムを用い
て, 脂肪族置換基やヘテロ環を有する新規誘導体の合成が可能であった。また，アルデヒド 4 に対す
る求核付加が段階的であることを活かして，非対称型のイソベンゾフランを簡便に合成することがで
きた。さらに, プロパルギルアルコール 6 のヒドロアルミニウム化を鍵として，新規π電子拡張型の
ジアルケニルイソベンゾフラン 10の合成にも成功した。 
	 このようにして合成可能になった各種イソベンゾフランの紫外可視吸収スペクトルを測定したとこ
























発生させ，これをアントラキノン 12で捕捉することにより，環付加体 14を得ることができた。次に, 
これを塩基性条件で芳香族化した後，キノン 15 へのアセチリドの付加と得られるジオールの還元的




















MnO2 2 M HCl





















MnO2 4 M HCl
toluene, r.t. THF, 0 ºC
95% (2 steps)
Ph Li





































SnCl2, 1 M HCl
0 ºC, 54%
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